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2 有床診療所の後方病床機能について  

在宅医療や介護施設においては、患者や入居者の病状の急変の際、  

速やかに医療を提供できる後方病床の確保が重要である。平成20年  

度慢性科人院医療の包括評価に関する調査によると、診療所の療養  

病床に入院する患者のうち約4割が自宅や持養・老健等の介護施醜  

からの入院である等、有床診療所は地域に根ざした後方病床として   

機能していると考えられる（参考資料P12）。  

3 有床診療所の救急支援機能について  
わが国においては、円滑な救急医療体制の構築が喫緊の課題とされ  

ている。特に高齢者の軽症・中等症患者の救急搬送件数の増加が顕著  

であり、救急医療機関において重症救急患者を受入れられなくなるケ  

ースが生じている。こうした状況の中、有床診療所においても救急搬  

送患者を受け入れている実態がある（参考資料P13）。   

筆3 現行の診療報酬上の評価生後蓋  

1有床診療所入院基本料については、看護職長の配置と入院からの日数  

に応じた評価を行っている。  

有床診療所について  

第1有床診療所における医療体制について  

1有床診療所の一般病床については、医療法上、購時間の入院時間の制  

限があったが、平成柑年の法改正により、同規定が廃止された。  

これに伴い、入院患者の病状の急変に備えて診療所の医師が速やかに  

診療を行う体制の確保に努めるとともに、他の病院又は診療所との緊密  

な連携を確保しなければならないこととなった（参考資料P4）。  

2 有床診療所の療養病床については、平成15年3月に閣議決定された   

「医療保険制度体系及び診療報酬体系に関する基本方針について」を踏  

まえ、平成18年度診療報酬改定より、病院の療養病床と同様、医療区  

分及びADし区分を用いた患者分類による包括支払制度が導入された（参  

考資料P5）。  

来2 現状と課題  

1有床診療所の現況   

（1）医療施設動態調査によると、有床診療所は約11，000施設（約14  

万床）あるが、減少傾向にある・。このうち療養病床を有する有床診療   

所は約1／600施設（約1．7万床）である。また、病床数の分布には地  

域差が認められる（参考資料‘Pl～3）。 

（2）有床診療所入院基本料の算定状況には、診療科毎に特徴的な傾向が  

あり、内科や外科の有床診療所では8割の患者が在院期間8日を超え  

る一方で、眼科では9割が7日以内の入院である。また、入院の1日  

当たり点数については、眼科・耳鼻科が高い（参考資料P6－8）。  

（3）平成21年度医療経済実態調査によると、有床診療所の損益状況は、  

一般病院全体に比較すると高水準である。一方、無床診療所との比較  

では、ほぼ同水準である。また、主たる診療科別の損益状況をみると、  

外科や眼科と 

料P9－11）。  

AlO8 有床診療所入院基本料（1日につき）  

1 引0点  

口 8日以上14日以内の期間  680点  

ハ15日以上30日以内の期間   4gO点  

ニ 31日以上の期間  450点  

2 有床診療所入院基本料2 イ 7日以内の期間  640点  

口 8日以上川田以内の期間  480頗  

ハ15日以上30日以内の期間   320点  

ニ 31日以上の期間  280点  

【届出医撰機関数】  平成20年  平成19年   

医療機関数   有床診療所  

入院基本料  



平成19年  平成20年  

実施件数  三二炉惣′う′  実施件数  ヰ丁拘血1う・  

医師等配置加算  3Q，750  劇場7以  医師配置加算   38．267  J材45苫タ  

看琴配置加算1   24．686  2掲Jβ5  

看護苧己置加算  36，049  彪現β77  看護配置加算2   40，134  β殉♂72  

夜間看護配置加算1  49，698  弼且ヲ∫  

夜間看甥配置加井2  28．806  gJ尻JJJ  

夜間緊急体制確保加算  46，980  朗唱7汐β  

平成19年  平成20年  

実施件数  ■ 糊  実施件数．  ‡二 田ノう・  

有床診療所  76，114  β喝α好   67，703  g花＆ヲ7  

入院基本料  33，712  ノ長兄タ7方   28，913  ノj現∂甘7  

1   15－30日   22，021  J7玖ガ7   18，42声  J萌β乃  

31日以上   25，177  弼J‘好   22，179  ‘掲J〈貯  

有床診療所  18．489   即，タ揖   12，486   β坑〟J  

入院基本料  4，273   J阜β以   2，441   JqJ汐ノ  

2   15－30日   2，9bl   揚ββク   1．628   ノaJJJ  

31・日以上   4，709  J♂島仰   2，899   β4鎚好  
3 有床診療所の療養病床については、平成20年度診療報酬改定において、  

ADL得点が高く祷癒発症のリスクが高い患者に対して、患者単位で経時  

的・継続的に祷瘡の発生割合等の測窟を行ってし 

の療養病床と同様に祷瘡評価実施加算を創設した。   

2 医師や看護職員の手厚い配置についても評価を行っている。平成20  

年度診療報酬改定においては、 

更したことに加え、夜間の手厚い体制の評価を行った。  

AlO8 有床診療所入院基本料（1日につき）   

注  

改定前   平成如年度診療報酬改定後   

医師等配置加算  100点  医師配置加算（2名以上）  ⑳  

（医師2名以上）  有性配せ加算1（10名以上） 10点  

（看護職且1．0名以上）  

（夜間看護職員1名以上）  

看往配置力嘩 15点   看護配置加算2 15点  

（有性師3名以上を含む寧読  （看護師3各以上を含む看護職員10名以上）  

職員10名以上）   夜間看讃屈置加算1（1名以上） 30点  

⑳  

夜間緊急体制確保加算  15点  



蓋旦＿温良  

1各診療科が担う役割と、有床診療所入院基本料における評価について、   

どう考えるか（参考資料P6～9）。  

2 在宅医療及び介護施設の後方病床としての機能している有床診療所に   

対する評価について、どう考えるか（参考資粁P12）。  

3 軽症・中等症の救急患者を受け入れている有床診療所に対する評価に   

ついて、どう考えるか’（参考資料P13）。  

4 手厚い人員配置を行っている有床診療所に対する評価について、どう   

考えるか（参考資料P4～ミラ）。  

AlOg有床診療所療養病床入院基本料  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   

ADL区分3   
602点  

871点  
（入院基本料P）  

（入院基本料B）   g75点  
ADL区分2   

520卓  （入院基本料A）  
7糾点  

ADし区分1  （入簡基本料E）      （入院基本料C）   

［算定基準］   

看護職員6：1、看護補助者6：1（実質配置30：1に相当）   

但し、医療区分2・3の患者が8割を追える診療所は、看住職員4：1、  

看護補助者4：1（実質配置20：1に相当）  

有床診療所療養  1，283   1．247  

10，594   10，443   平成19年  平成20年   病床入院基本料  医療機関数       病床数  

l届出医療機関数】  

【算定状況】平成20年社会医療診療行為別調査（実施件数／芽居廊抑  

医療区分1  医療区分2  医療区分3   

ADL区分3   694  ノ抗すイブ   

2，954  〃一2βJ   
ADL区分2   794  ノ坑4イ4  

3．457  郎＝肌   
ADL区分1  1，404  2乳J♂J   

注4 楕瘡評価実施加算15点（1日につき）   

［算定基準】  

ADL区分引こ該当する患者に対して梢瘡の発生割合を患者単位で経時的・  

継続的に測定・評価し、その記録を診療録等に記載していること。  

【算定状況】平成20年社会医療診療行為別調査（6月審査分）  

実施件数  男二者邸   

裾唐評価実施加算   671   ノaJβ7  

C）   



計11．288施設（11％）  

「－－－－」「  

有床診療所の一般病床の  
病床規模（計12．399施設）  

有床診療所について  

（参考資料）  

有床診療所の療養病床の  
憫床規模（計1．887施投）  

有床診療所の   
轟床構成  

（計l将．88之床）  

8有床診療所の  

療養ホ床欄  
（1′8J52床）   

8有床鯵療断の  
α（  三隅  40％  60％  800（ 100％ 一般病床数  

（1釘．080床）   

出典：医療施設動態調査（平成21年7月末概数）  
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診療所の一般病床  診療所の療養病床  
人■記t  ・・二1ゝ†   人1記t   精進役蘭   

●医師1人  
●必牡鹿設  

医寮法  ●病床  ●看護職員4：l※l  
・機能訓練施設  

（人員配鷹欄爛膚、  一人部屋6．3ポ／床以上    ●書謀補助者4・l※l  
～、喪：   

構竣設備は最低  こ人師恩～‖d／床以上  （当面の叩、肴鴻嘩員・宥洩  ・食堂  
慕坤）  爛蔓  

補助者あわせて2：lで可）■1   

t書床診療所入陳基本料1の場合   ■書政敵■侶以上蠣■  

修正報酬    書性職18人以上撫】  ■書比和助者11以上射  

（入所暮本科の施  ■有珠診療新入読基本料2の場合  （但し、蚤ホ区分2・掴†8刊以上   

拉i坤）   t性徴■1人以上5人未満削  や抽牒利用■・■櫨挿軌書  
ともlこ1：1以上）  

■内科・呼吸器科・消化器科・循環器科・神経内科   

■小児科・小児外科   

■神枠内科   

●精神科・神経科等   

■リウマチ科   

暮外科   

■整形外科   

■臓神緑外科   

一度科・婦人科・産婦人科   

■耳1いんこう科   

■泌尿器科   

■こう門料   

率眼科   

■皮膚科  

有床診療所  

（n＝13′477）  

皮膚科  
1％  

泌尿器科眼科  

耳鼻いんこう科  

2％  

人A睨膚   構造改傭   人1†己狂   楕遺拉傭   

○必机股  ○一般朗床の必立地設に加え  

医療法  ○医師  16：1  
・各科専門の飴察塞   ○庭師   48：l  ・機能訓練施設  
・手術室・処置室   

（人員配置は標  ○看護噌員 〇：1   ・臨床検査施設   ○看雄雌員 － 4：1瀬1   ・談言責董  

準、構主監股傭は  J史的羞窟嶋…く♪等  ○看推補助者 4：1※l   ・食堂  
最低基準）   ○薬剤師  150：l   ・浴室  

○柄床6．4n†／床以上九鳥  ○病床6．4rd／床以上禦望   

ロー性根■7：1（著は肺丁鍋以上）  
埠丁：l．10：1．13：1（間101以上）   □■性職員25：l以上  

診療報酬  1S＝1（同40≠以上）  ロ雪印捕助芦25：1以上  

（岨し、医療区分之ミ8が8刊以上   （入恍暮本科の施  ロー・lの場合の医師事附  
拉暮埠）   鶴城ホ棟の入快息書数の10，も以  であれl≠■且■■・t乱捕肋響  

上の＃勤医師  
ともに2ql以上）   

脳神経外科  
2％  

＼小児科小児外科 郎斗  

1％  ・その他  載1H2▲．3．ユ1雫ではl：1で可（縫退陣正）   難2最扱くHll．‖t■点）の■8、一．0ハレ床以上   ※ユ■■一度にn膚丁るn■牡t食わない．  
掛4轟靂■露に勤幕ナる■1牡．薫糞妃正伸lに相▲．  ※6モ拉（Hり．1．1岬点）の■倉、一人鴨1l．3■／匪以上．＝人鴨t－4．1吊／床以上  出典：医療施設動態調査（平成17年度）  

車匪診療所  

＼♪   

有床診療所入院草本料1  有床診療所入院基本料2  二 

漠 1ん      類  一般  i■三 三   

芳  
7日以内  810点  7日以内  糾0点   

A975点  

8日以上14日以内 860点  8日以上14日以内 480点  
B871点  

密  箪t  
C784点  

31日以上  450点  31日以上  280点  
D802点  
E520点  

検査・投薬・注射・病理  
鋸  
鶉   

出来高  診断・一部の画像診断  

′．・  

及び処置包括  

＋ミi…i  5以上   
1以上5未満   6対1※4  

6対1粥4  譲    ．よ キー．  
舘  ，，  た・〉 ノヽ   看珪要見1以上瀬3  
押  詞   

乳022施設  1．247施設  

言Jニ ヽナこ    踊  ≧・タノ≦－こ 簿煎 ノ′腰‡ふ 

102．0糾床  10；443床  

輩    酵素 炉■．J   1．004．742回   †24．892回   214，856回   

40％  50％  60％  70％  80％     90％    100％  

総数  

内科   

精神科又は神推科  

小児科  

外科  

整形外科  

皮膚科  

泌尿器科  

産婦人科  

眼科  

耳鼻いんこう科  

その他  

幻 7日以内  ▼ 8日以上14日以内 ⊥15日以上30日以内  ■ 31日以上   

出典：社会医療診療行為別調査（平成21年6月審査分）   
※1：平成20年丁月時点  ※2：社会医療診療行那り調査（平成之1年8月審査分〉  ※3：夜間考は配置加算1の場合  

※4：実質配正30：1相乱医療区分2・3の患者が8割を通える病棟は、看性徴員4：1、看は補助者4：1（実質配置20：1相当）。  



1可〝ト騨刀■〃lノヽ耶朋P¶■竹刀u′ヽ7J精力リ一醜瓢  
平成21年虔医療経済実態明査  

憺考＝「集椚」‥朝萱に匝善した全ての露梱開琴の集計（有効回答沌膿の集計）  （Ⅰ十Ⅱ－Ⅲ）  10  

（干円）  

45′000  

40．000  

35－000  

30．000  

之5．000  

20ノ000  

15．000  

10，000  

5．000  

0  

－5′000  

■内科（33施設）   

■小児科（2施設）   

■精神科（1施設）   

t外科（9施設）   

t整形外科（9施設）   

■産婦人科（18施設）   

■眼科（9施投）   

∫耳か囚喉科（1施設）   

勺皮膚科（1施投ト  

■入院診療収益なしの   

診療所全体く集計2〉  

（958施設）   

ロ入院診療収益ありの  

診療所全体く集計2〉  

（89施設）  

24，806  

→■  

一一－■－ヽ  

131602・  

′  
ヽ                                          ヽ－－－－′  

Ⅰ医業収益   Ⅱ介護収益 Ⅲ医業・介護費用 Ⅳ損益差額  

脾：「鮒2」・・・据に固乱た全ての医療機朋層の集計（有効凪警施政の集計）  （Ⅰ＋Ⅱ－Ⅲ）  

ヽ、＿＿＿一′  

Ⅰ医業収益  Ⅱ介護収益 Ⅲ医業・介技費用  Ⅳ損益差額  
（Ⅰ＋Ⅱ－Ⅱ）  9  

1  
11   



抽象∴巌腰愚姻頗義轟最野  

入院（転床）元  

退院（転床）先  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

注）「他院Jには、同一法人内の他医療機関を含む．  

出典：陣生労働省保険局医療鐸「平成20年丘慣性期入院歴療の包括評価に関する肌董」（平成21年3月の施設特性研査データ）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3  合 計  
（n＝371）  （n＝375）  （∩＝51）  （∩＝797）   

救急ヰによる救急受入れ患者  13  3．5   2．4％   2  3．9   2  3．0   

上記以外の救急受入れ患者   21  5．7％  ◆ 22  5．9％   3  5．9  48  5．8   

救急受入れ患者ではない   324  87．3％  328  87．5％  43  84．3  695  87．2％   

無回答   13  3．5   18  4．3％   3  5．9   32  4．0％   

＿．全＿」本 371  100．0％  37声  100．0％    100．0  797  100．0％   

■救急辛による救急受入れ患者  

■上妃以外の救急受入れ患者  

■救急受入れ患者ではない  

酎無回答  

診療所  

（n＝797）  

13   

出典：肛生領袖雀躍陣風隈♯Ⅷr平成20生庁け作劇入持厚揮の句緋鯉価に凹すエロ書l（平オ，1度1日爪ギ一々1  




